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　平成28年4月1日に「信州大学男女共同参画推進センター」は、それまでの「信州大

学男女共同参画推進室」を引き継ぎ、新たにスタートしました。センター内には、

「意識啓発部門」、「女性研究者等支援部門」、「ワーク・ライフ・バランス推進部

門」を置き、信州大学のすべての構成員が個性と能力を十分に発揮することができる

職場・教育環境の実現を目指してまいりました。

　女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）が施行され　女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）が施行され、

女性の活躍推進に向けた数値目標を盛り込んだ行動計画（55頁参照）の公表が義務付

けられました。本学では、「採用した常勤教員に占める女性教員の割合を20％以上に

する」「女性教職員の管理職比率を10％以上にする」の2つの目標を掲げ、目標達成

のために女性の採用割合を増やす方策を立てるなど、具体的な取組を進めてきまし

た。本報告書において、この１年間の活動状況を報告いたします。

　信州大学の男女共同参画の取組に、引き続き教職員、学生のみなさんのなお一層　信州大学の男女共同参画の取組に、引き続き教職員、学生のみなさんのなお一層の

ご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

平成29年3月

信州大学

　男女共同参画推進センター長

　学術研究院教育学系教授

　教育研究評議会評議員

 　　　　  高 崎　禎 子

ご あ い さ つ
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１．事業の目的

　男女共同参画推進センターは、これまでの女性研究者研究活動支援事業の成果を踏まえ、男女

が個性と能力を十分に発揮することができる職場・教育環境を実現することを目的とする。

　国は、女性の力は我が国最大の潜在力であるとして「女性の活躍」を成長戦略の中核に位置付

けている中で、平成27年8月に施行した女性活躍推進法に則り、本学は女性教職員の在職比率を

高め、女性が活躍できる雇用環境の整備を行うため、行動計画を策定し取り組むこととした。

　女性教員在籍比率は、全国国立大学の平均と比べると未だ低い状況にあり、女性教員の上位　女性教員在籍比率は、全国国立大学の平均と比べると未だ低い状況にあり、女性教員の上位職

への登用も進んでいないことから女性教員等の支援を継続するとともに、全教職員を対象とした

ワーク・ライフ・バランスの推進、また学生も含めた男女共同参画の意識改革の一層の充実を図

る。

２．事業の内容

　本学の男女共同参画基本方針に基づき行動計画を順次実施するとともに、意識啓発、女性研　本学の男女共同参画基本方針に基づき行動計画を順次実施するとともに、意識啓発、女性研究

者等の支援、ワーク・ライフ・バランスの推進を図るため、男女共同参画推進センター実施体制

（次頁参照）に基づき以下の取組を行う。

　(1)意識啓発

　　・男女共同参画に関する授業の充実（学生に対する講義（８月集中）等）

　　・オープンキャンパス時の啓発活動

　　・研修・セミナー等の実施（女性教員在職比率・女性教職員管理職比率の向上を含む）

　　・ウェブサイトによる情報発信　　・ウェブサイトによる情報発信

　　・スフレ通信・報告書の発行

　(2)女性研究者等の支援

　　・研究補助者制度の実施

　　・メンター制度の普及

　　・職員に対するメンターの必要性の調査

　(3)ワーク・ライフ・バランスの推進

　　・時間外労働の縮減（会議の５時までの終了）　　・時間外労働の縮減（会議の５時までの終了）

　　・年次休暇の取得促進

　　・育児休業、介護休業、短時間勤務制度等の利用促進

　　・各キャンパスの育児支援の検討（入学試験等における一時保育等の実施）
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３．実施体制

男女共同参画推進委員会

男女共同参画推進センター

男女共同参画推進センター運営委員会

●学長

●人事担当の理事

●学長指名の理事若干名(実際は理事全員)

●男女共同参画推進センター長

●部局長(各学部長等)

●学長が必要と認める者（女性を含む）等

事業計画案等審議・承認

重要事項（事業計画案、事業

実施案等）については、推進

委員会で審議・決定する。

実施策の提案・検討

事業の企画・実施

各部局等との連絡調整

事業実施後の評価・報告

センターの運営及び

事業計画の案の決定

センター長

副センター長

●意識啓発部門

兼務教員

兼務職員

●女性研究者等支援部門

兼務教員

兼務職員

専任コーディネーター、事務補佐員

●W・L・B推進部門

兼務教員

兼務職員

松本分室　　　　農学部分室

教育学部分室　　繊維学部分室

工学部分室

人事担当の理事【助言者】

●センター長

●副センター長

●センター兼務教職員

学 長

学部・研究科・センター等

学外機関との連携

自治体、企業等高等教育コンソーシアム信州

役員会教育研究評議会
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　本年度より「男女共同参画推進室」から「男女共同参画推進センタ

ー」に改称し、意識啓発部門、女性研究者等支援部門、ワーク・ライ

フ・バランス推進部門を設置した。また、各キャンパスに分室（松本

分室、教育学部分室、工学部分室、農学部分室、繊維学部分室）を置

き、担当する事務補佐員（兼務）、メールアドレス、直通電話番号を

配置した。（本報告書巻末参照）

（１）各部門担当者（１）各部門担当者

　　意識啓発部門

　　　部門長：坂口けさみ

　　　花﨑美紀　藤田佳子　兼元美友　野瀬貴可

　　女性研究者等支援部門

　　　部門長：高橋知音

　　　中島美帆　増田靖子　青木正宏

　　ワーク・ライフ・バランス推進部門　　ワーク・ライフ・バランス推進部門

　　　部門長：大森浩之

　　　関利恵子　三枝有　大岩亜子　本芳則

（２）各分室の業務

　　各分室は、男女共同参画推進センターの事業計画に基づき、分室が所在するキャンパスの業務

　を円滑に遂行するため次の業務をつかさどる。

　　なお、平成28年度については、松本分室及び教育学部分室の業務はこの限りではない。

　　１．男女共同参画推進センターとの連絡窓口及び各キャンパスの相談窓口に関すること。　　１．男女共同参画推進センターとの連絡窓口及び各キャンパスの相談窓口に関すること。

　　２．男女共同参画推進センターが行う事業の事務に関すること。

　　　（1） 研究補助者制度、一時保育等に係る支援の手続き

　　　（2） セミナー開催等の情報発信、参加者の取りまとめ、意見のとりまとめ

　　　（3） 刊行物の配付・回覧及びポスターの掲示等

　　　（4） 情報の収集、アンケート調査の実施

　　　（5） その他男女共同参画推進センターが行う事業への協力

　　３．各キャンパスにおける男女共同参画事業の計画・実施・報告に関すること。　　３．各キャンパスにおける男女共同参画事業の計画・実施・報告に関すること。

各分室掲示用のぼり
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４．男女共同参画推進委員会 委員名簿

　　　　　　　　　　　　役　職　名　　　　　　　　　　　 氏　　　名　 　　　 備　考

学長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濱田　　州博　　　３条１号委員

理事（総務、環境施設担当）　　　　　　　　　　　　　　　山田　　総一郎　　３条２号委員

理事（教務、学生、入学試験担当）　　　　　　　　　　　　平野　　吉直　　　３条３号委員

理事（経営企画、財務、情報担当）　　　　　　　　　　　　武田　　三男　　　３条３号委員

理事（研究、産学官・社会連携担当）　　　　　　　　　　　中村　　宗一郎　　３条３号委員理事（研究、産学官・社会連携担当）　　　　　　　　　　　中村　　宗一郎　　３条３号委員

理事（病院、保健管理担当）　　　　　　　　　　　　　　　本郷　　一博　　　３条３号委員

理事（特命戦略（大学経営力強化）担当）　　　　　　　　　浜野　　京　　　　３条３号委員

男女共同参画推進センター長　　　　　　　　　　　　　　　高崎　　禎子　　　３条４号委員

人文学系長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田　　健三　　　３条５号委員

教育学系長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永松　　裕希　　　３条５号委員

社会科学系長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山沖　　義和　　　３条５号委員

理学系長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尾関　　寿美男　　３条５号委員理学系長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尾関　　寿美男　　３条５号委員

医学系長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　　榮司　　　３条５号委員

工学系長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　半田　　志郎　　　３条５号委員

農学系長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤田　　智之　　　３条５号委員

繊維学系長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下坂　　誠　　　　３条５号委員

総合人間科学系長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高野　　嘉寿彦　　３条６号委員

法曹法務研究科長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　池田　　秀敏　　　３条７号委員

保健学系長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金井　　誠　　　　３条８号委員保健学系長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金井　　誠　　　　３条８号委員

ｲｺーﾙﾊ゚ ﾄーﾅーｼｯﾌ゚委員会委員長、社会科学系（法曹法務）教授　三枝　　有　　　　３条９号委員

社会科学系・教授　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金　　　早雪　　　３条９号委員

保健学系・教授、男女共同参画推進副センター長　　　　　　坂口　　けさみ　　３条９号委員

看護部長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　　寿満子　　３条９号委員

総務部長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大森　　浩之　　　３条９号委員

総務部人事課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本　　　芳則　　　３条９号委員

学務部学務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢久保　純子　　　３条９号委員学務部学務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢久保　純子　　　３条９号委員

　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　 26名

５．男女共同参画推進センター運営委員会 委員名簿

　　　　　　　　　　　　役　職　名　　　　　　　　　　　　　氏　　名　　　　 備　考

役員、理事（総務担当）　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田　総一郎　　３条４号委員

男女共同参画推進センター長、学術研究院教育学系教授　　　　高崎　禎子　　　３条１号委員

学術研究院人文科学系准教授　　　　　　　　　　　　　　　　花﨑　美紀　　　３条２号委員

学術研究院教育学系教授　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋　知音　　　３条２号委員学術研究院教育学系教授　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋　知音　　　３条２号委員

学術研究院社会科学系准教授　　　　　　　　　　　　　　　　関　　利恵子　　３条２号委員

学術研究院理学系准教授　　　　　　　　　　　　　　　　　　中島　美帆　　　３条２号委員

学術研究院医学系助教　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤田　佳子　　　３条２号委員

男女共同参画推進副センター長、学術研究院保健学系教授　　　坂口　けさみ　　３条２号委員

学術研究院工学系准教授　　　　　　　　　　　　　　　　　　番場　教子　　　３条２号委員

学術研究院農学系教授　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大窪　久美子　　３条２号委員

学術研究院繊維学系教授　　　　　　　　　　　　　　　　　　志田　敏夫　　　３条２号委員学術研究院繊維学系教授　　　　　　　　　　　　　　　　　　志田　敏夫　　　３条２号委員

学術研究院総合人間科学系准教授　　　　　　　　　　　　　　兼元　美友　　　３条２号委員

学術研究院社会科学系教授　　　　　　　　　　　　　　　　　三枝　有　　　　３条２号委員

学術研究院医学系助教　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大岩　亜子　　　３条２号委員

教育学部総務グループ主査　　　　　　　　　　　　　　　　　増田　靖子　　　３条３号委員

工学部総務グループ主査　　　　　　　　　　　　　　　　　　青木　正宏　　　３条３号委員

医学部附属病院看護部副看護師長　　　　　　　　　　　　　　野瀬　貴可　　　３条３号委員

男女共同参画推進センターコーディネーター　　　　　　　　　横山　小夜子　　３条４号委員男女共同参画推進センターコーディネーター　　　　　　　　　横山　小夜子　　３条４号委員

男女共同参画推進センター特任教授　　　　　　　　　　　　　松岡　英子　　　３条４号委員

総務部長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大森　浩之　　　３条４号委員

総務部人事課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本　　芳則　　　３条４号委員

　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　21名

（平成29年2月1日現在）

（平成28年10月1日現在）
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 5

６．男女共同参画推進委員会及び男女共同参画推進センター運営委員会開催記録

（男女共同参画推進委員会開催記録）

第 27 回　平成28年5月18日（水）13：00～13：30

　　　　　松本キャンパス第二会議室

議　　題　１．平成28年度事業計画について

　　　　　２．平成28年度以降の各部局女性教員増員目標数について

報告事項　１. 信州イクボス・温かボス創出プロジェクトについて報告事項　１. 信州イクボス・温かボス創出プロジェクトについて

第 28 回　平成29年3月16日（木）11：15～11：35

　　　　　松本キャンパス第二会議室

議　　題　１．平成29年度男女共同参画推進センター事業計画について

　　　　　２．第3期中期計画期間における各学部等女性教員増員目標について

　　　　　３．国立大学法人信州大学男女共同参画推進委員会規程及び信州大学

　　　　　　　男女共同参画推進センター規程の改正について

（男女共同参画推進センター運営委員会開催記録）（男女共同参画推進センター運営委員会開催記録）

第 １ 回　平成28年5月12日（木）8：45～9：55

　　　　　各キャンパスSUNS会議室

議　　題　１．平成28年度男女共同参画推進センターの事業計画について

　　　　　２．研究補助者制度の支出について

　　　　　３．第３期中期計画期間における女性教員の増員目標について

報告事項　１. 第26回男女共同参画推進委員会について

　　　　　２．「職場いきいきアドバンスカンパニー」の認証について　　　　　２．「職場いきいきアドバンスカンパニー」の認証について

　　　　　３．日本創生のための将来世代応援知事同盟「子育て応援企業賞」の受賞について

　　　　　４．信州イクボス・温かボス創出プロジェクトについて

　　　　　５．平成27年度（10-3月期）研究補助者制度について

　　　　　６．平成28年度男女共同参画推進センター運営委員会開催日程について

第 ２ 回　平成28年7月14日（木）11：00～11：50

　　　　　各キャンパスSUNS会議室

議　　題　１．平成28年度（10-3月期）研究補助者制度の利用者募集について議　　題　１．平成28年度（10-3月期）研究補助者制度の利用者募集について

　　　　　２．メンタリング実施要項の一部改正について

　　　　　３．信州大学男女共同参画推進センター各分室の業務について

　　　　　４．研究補助者制度の監査について

報告事項　１. 第27回男女共同参画推進委員会について

　　　　　２．平成28年度予算について

　　　　　３．平成28年度業績評価・給与査定制度における育児休業介護休業取得者の業績評価

　　　　　　　について　　　　　　　について

　　　　　４．高等教育コンソーシアム信州における男女共同参画推進部会について

　　　　　５．平成28年度ベビーシッター派遣事業割引券の配付について

　　　　　６．意識啓発部門の活動報告について

　　　　　７．女性研究者等支援部門の活動報告について

　　　　　８．ワーク・ライフ・バランス推進部門の活動報告について

Ⅰ　平成28年度事業概要及び実施体制



第 ３ 回　平成28年9月15日（木）11：00～11：50 運営委員会、12：00～12：50 昼食懇談会

　　　　　松本キャンパス旭会館３階大会議室、長野(教育)・上田キャンパスSUNS会議室

議　　題　１．男女共同参画推進セミナーの開催について

　　　　　２．ロールモデル集vol.5の発行について

　　　　　３．個別入試における一時保育について

報告事項　１．平成28年度（10-3月期）研究補助者制度利用者について

　　　　　２．意識啓発部門の活動報告について　　　　　２．意識啓発部門の活動報告について

　　　　　３．女性研究者等支援部門の活動報告について

　　　　　４．ワーク・ライフ・バランス推進部門の活動報告について

第 ４ 回　平成28年11月11日（金）11：00～11：55

　　　　　各キャンパスSUNS会議室 

議　　題　１．平成29年度講義について

報告事項　１．平成28年度男女共同参画セミナー（上田キャンパス）について

　　　　　２．平成28年度（10-3月期）研究補助者制度の利用者について　　　　　２．平成28年度（10-3月期）研究補助者制度の利用者について

　　　　　３．平成28年度（4-9月期）研究補助者制度の利用実績報告について

　　　　　４．高等教育コンソーシアム信州における男女共同参画推進部会について

第 ５ 回　平成29年1月17日（火）9：30～10：30

　　　　　各キャンパスSUNS会議室

議　　題　１．平成29年度講義について

　　　　　２．平成29年度（4-9月期）研究補助者制度の利用者募集について

報告事項　１．平成28年度男女共同参画セミナーについて報告事項　１．平成28年度男女共同参画セミナーについて

　　　　　２．国立大学法人信州大学教員人材育成プランについて

　　　　　３．平成29年度男女共同参画推進センター事業計画(案)について

　　　　　４．平成29年度大学入試センター試験における一時保育について

　　　　　５．各部門からの報告

第 ６ 回　平成29年3月9日（木）11：00～11：40

　　　　　各キャンパスSUNS会議室

議　　題　１．平成29年度男女共同参画推進センターの実施体制について議　　題　１．平成29年度男女共同参画推進センターの実施体制について

　　　　　２．信州大学男女共同参画推進センター規程の改正について

報告事項　１．平成29年度講義について

　　　　　２．平成29年度（4-9月期）研究補助者制度の利用者について
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10.6

11.8

平成20年度

11.0

12.1

平成21年度

10.9

12.7

平成22年度

11.7

13.0

平成23年度

12.0

13.6

平成24年度

12.6

14.1

平成25年度

13.6

14.7

平成26年度

14.7

15.4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※基準日：平成28年5月1日現在

Ⅱ-1　女性教員比率（国立大学平均との比較）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※毎年度5月1日現在　　注．助手を除く

Ⅱ-2　職名別女性教員比率

   *　　 非常勤理事は除く
   *　　 理事が副学長を兼ねている場合は、理事の欄のみ記入し、副学長の欄には記入していない
   **　  理事又は副学長が教授を兼ねている場合は、理事あるいは副学長の欄のみ記入し、教授の欄には記入していない

平成27年度

15.4
15.8

平成28年度

■ 信州大学
■ 国立大学平均

10

11

12

13

14

15

16
(%)

信州大学における男女共同参画の現状
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Ⅱ-3　意思決定機関等における性別構成

　*　 理事及び副学長は除く

　**  学外委員、非常勤理事等は除く

Ⅱ-4　常勤教員の採用・転入数

Ⅱ-5　職系別・職名別職員数

Ⅱ-6　年度別女子学生比率

単位：人

単位：人

単位：人

単位：人
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平成28年度実施状況

Ⅲ-1　意識啓発

Ⅲ-1（1）平成28年度男女共同参画セミナー・FD研修

　平成28年4月に施行された「女性活躍推進法」によ

り、男女共同参画社会の実現に向けて取組は新たな段

階に入った。女性の活躍を推進するためには、男性の

働き方・暮らし方の見直しが不可欠なことから、男性

教職員を主な対象として、働き方改革やワーク・ライ

フ・バランスの推進について考えるセミナーを開催し

た。

　この度は、第4次男女共同参画基本法の策定にか　この度は、第4次男女共同参画基本法の策定にかか

わられた鹿嶋敬氏を招聘し、「女性の活躍推進をどう

図るか」と題し講演いただいた。

　またこのセミナーは、高等教育研究センターとの共

催によりFDとし、研修に参加された教員は「教員業績

評価」のポイントとした。

開催日時 平成28年12月13日（火）13：00～14：30

会　　場 信州大学上田キャンパス 32番講義室

各キャンパスSUNS会議室及び高等教育コンソーシアム信州加盟大学の佐久大学、松本

歯科大学に遠隔配信

内　　容 ■開会挨拶 信州大学学長　濱田 州博

　　　　 ■講　　演 一般財団法人女性労働協会会長兼専務理事　鹿嶋 敬 氏

　　　　　　　　　　演題「女性の活躍推進をどう図るのか　　　　　　　　　　演題「女性の活躍推進をどう図るのか

　　　　　　　　　　　　　～第４次男女共同参画基本計画の策定に携わって見えてくるもの～」

　　　　 ■閉会挨拶 信州大学理事（総務、環境施設担当）　山田 総一郎

参 加 者 大学教職員、学生、一般　151名

主　　催 信州大学、信州大学男女共同参画推進委員会、信州大学男女共同参画推進センター

共　　催 高等教育コンソーシアム信州、信州大学高等教育研究センター

後　　援 長野県、上田市

※参加者アンケート集計結果等 24頁参照※参加者アンケート集計結果等 24頁参照

Ⅲ　
平
成　
年
実
施
状
況
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Ⅲ-1（2）シラバスにおける
　　　　　「男女共同参画」・「ジェンダー」の記載数

　本学では、学生に対しても男女共同参画に関する講義・セミナー等の意識啓発活動を実施して

いる。男女共同参画に係る内容を含む授業には、指定する文言の「本授業は男女共同参画に関す

る内容を含んでいます。」を該当授業のシラバスに記載するよう学長から教員に依頼し、本取組

の結果、男女共同参画に係る内容を含む授業は以下のとおりとなっている。

「男女共同参画」のみ含む

「ジェンダー」のみ含む

両語とも含む

合計

0
21
2
23

1
20
1
22

87
24
13
129

120
33
8

161

106
27
17
150

105
34
14
153

87
27
17
131

開講科目数推移

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

授業題目数推移

「男女共同参画」のみ含む

「ジェンダー」のみ含む

両語とも含む

合計

0
18
1
19

1
16
1
18

75
15
14
104

73
33
8

114

95
22
14
131

93
24
11
128

76
23
12
111

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

開講科目数推移

授業題目数推移

（年度）

（授業数）

※【開講科目数】は、同一授業題目の科目
を重複して数え、【授業題目数】は、同一
授業題目の科目を重複せずに数える。例え
ば、「ドイツ語初級（読解・会話）Ⅰ」と
いう授業が、前記に1回、後期に1回ずつ行
われている場合、【開講科目数】では授業
数2と数え、【授業題目数】では授業数1と
数える。数える。

シラバス記載数変化
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Ⅲ-1（3）男女共同参画に関する講義

　平成28年8月9日(火)・10日(水)・11日(木)に男女共

同参画に関する講義を開講した。センターの運営委員

である教員が中心となり、男女共同参画に関する基礎

知識や仕事と家庭の両立などについて講義した。

　　　　　　　　テ  ー  マ     　　　　 　　　　　　  　担当教員
第１回　男女共同参画とは　　　　　　　　　　　　 松岡 英子

第２回　信州大学における男女共同参画の取組　　　 松岡 英子

第３回　平等とはなにか　　　　　　　　　　　　　 辻　 竜平

第４回　男女格差の構造　　　　　　　　　　　　　 辻 　竜平

第５回　進路選択とジェンダー　　　　　　　　　 　中島 美帆

第６回　仕事と子育て　　　　　　　　　　　　　　 兼元 美友第６回　仕事と子育て　　　　　　　　　　　　　　 兼元 美友

第７回　仕事と子育て（夫の立場から） 　　　　　  花崎 一夫

第８回　仕事と子育て（妻の立場から） 　　　　　  花崎 美紀

第９回　科学研究とジェンダー　　　　　　　　　 　中島 美帆

第10回　料理とジェンダー　　　　　　　　　　　　 高崎 禎子

第11回　男性と育児　　　　　　　　　　　　　　 　坂口 けさみ

第12回　未来の家族を考える　　　　　　　　　　　 香山 瑞恵

第13回　プレゼンテーション準備　　　　　　　　松岡、中島、第13回　プレゼンテーション準備　　　　　　　　松岡、中島、

第14回　プレゼンテーション　　　　　　　　　　花崎（美）、高崎、

第15回　リフレクション　　　　　　　　　　　　坂口、香山

講義の様子
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Ⅲ-1（4）部局長インタビュー

　男女共同参画推進センター長は、平成28年度に就任した人文学部長、農学部長を訪問し、そ

れぞれの学部における男女共同参画推進の現状と課題についてインタビューを行った。インタ

ビューの内容はスフレウェブサイト及びスフレ通信に掲載した。

Ⅲ-1（5）女性理事と女性教職員の懇談会

日　　時：平成28年6月22日(水)13:00～15:00

場　　所：松本キャンパス 本部管理棟5階 第2会議室

※意見交換の内容は20頁参照

　本学初の女性理事に就任した浜野京理事と教職員との

懇談会を開催し、男女共同参画推進センターの委員など

10名が参加した。浜野理事からダイバーシティ推進の必

要性や、異なったモチベーションの人が集まった集団の

強さなどについて話された。その後、本学での現状をも

とに環境整備について様々な方面から意見交換を行っ

た。
理事（特命戦略（大学経営力強化）担当）

浜野 京

懇談会の様子
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Ⅲ-1（6）女性リーダー研修

日　　時：平成28年5月27日（金）10:30～12:50

場　　所：松本キャンパス 旭会館3階大会議室

参加人数：女性職員16名

　本学は女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画の目標に

「女性教職員の管理職比率を10%以上にする」ことを掲げてい

る。このことを踏まえ、女性だからこそ発揮できるリーダー

シップの実践スキルを体験的に習得し、リーダーとして自分自

身の成長と共に、部下の主体性を育むための個々の成長支援、

組織全体の成熟に貢献できる人材を育成することを目的として

研修を実施した。

  講師には一般社団法人日本経営協会の野村麻記子氏を迎え、  講師には一般社団法人日本経営協会の野村麻記子氏を迎え、

30～40代の女性主査・主任が参加し、コミュニケーションス

キルやコーチングスキル習得のためのグループワークなどを

行った。

　研修後は先輩職員を交えてのランチミーティングを行い、和

やかな雰囲気の中で意見交換が行われた。

講師　一般社団法人日本経営協会　

野村麻記子氏

グループワークの様子

ランチミーティングの様子
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Ⅲ-1（8）スフレウェブサイト
　スフレウェブサイトは、男女共同参画推進に係ることや、男女共同参画推進センターの取組内

容について紹介している。本年度は、新たにロールモデルページ、イクボス・温かボス宣言ペー

ジ、男女共同参画の歩みページを設置した。今後も学内外へ情報発信するため、内容の充実と最

新情報の発信に努める。　URL:http://www.shinshu-u.ac.jp/danjo/

イクボス・温かボス宣言ページ

ロールモデル集ページ

Ⅲ-1（9）各種情報サイトへの登録
　厚生労働省「ポジティブ・アクション」及び内閣府男女共同参画局「理工チャレンジ」などの情

報サイトにおいて、情報発信を行っている。

・厚生労働省 ポジティブ・アクションポータルサイト(http://www.positiveaction.jp/)

・内閣府男女共同参画局 リコチャレ(http://www.gender.go.jp/c-challenge/)

・外務省国際女性会議「WAW! 2016」シャイン・ウィークスへの

　　　　公式サイドイベント登録(https://ja-jp.facebook.com/events/361517197522205/)

　「外務省シャイン・ウィークス」のイベントとして本学の平

成28年度男女共同参画セミナー(12月13日開催)を登録し、外

務省シャイン・ウィークスのフェイスブックに掲載された。
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Ⅲ-1（10）学内刊行物等記事

大学概要2016（28頁掲載）
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信州大学USRレポート2016-2017

(7頁掲載)

(14頁掲載)

国立研究開発法人科学技術振興機構(JST)取組事例紹介
　JSTのダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ 女性研究者研究活動支援事業ウェブサイトに本学の取組内

容が紹介された。文部科学省による「女性研究者支援モデル育成」、「女性研究者研究活動支援事業」、「女性

研究者養成システム改革加速」に採択された機関について、「環境整備」・「研究力向上」・「採用・登用・育

成」・「上位職登用」といった観点でまとめられた取組事例が紹介されている。

http://www.jst.go.jp/shincho/josei_shien/torikumi/index.html 
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Ⅲ-2（1）研究補助者制度

Ⅲ-2　女性研究者等の支援

　本学の研究者が、出産・子育てまたは介護と研究の両立ができるよう支援するために、研究補

助者を配置する制度を平成23年11月から実施している。本制度は、平成25年度までは文部科学省

科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業」の一環として行ってきたが、平成

26年度からは本学独自の事業として実施している。

　制度の利用対象者は　制度の利用対象者は、本学に在職する1週当たりの勤務時間が38時間45分以上の研究者（職務

として研究を含み、フルタイム勤務の配偶者を有する研究者、単身の研究者）で、出産・育

児・介護等と研究の両立が困難であり、以下に掲げるいずれかの項目を満たす者とした。（１）

妊娠中の方、（２）小学校3年生までの子と同居し、主に養育している方、（３）市町村から要介

護の認定を受けている親族と同居し、主に介護している方、（４）その他、上記に準ずる理由が

ある方（例えば、要介護の認定を受けていないが家族の介護をしている、ライフイベントにより

研究時間の確保が非常に困難な場合等）。

　また、研究補助者には、できるだけ本学の学生を起用し、将来のキャリアパスに配慮するも　また、研究補助者には、できるだけ本学の学生を起用し、将来のキャリアパスに配慮するもの

とし、平成28年4月～9月、10月～翌年3月までの二期に分け募集し実施した。

　平成28年度（10-3月期）募集分からは制度の一部改正を行った。

【改正点】

　研究補助者の採用手続きにおいて、事前の提出を求めていたアルバイトの「勤務予定表」は、

大学内の他のアルバイトと同様に提出を求めないこととした。

利用者・補助者数

利用者数

補助者数

女性

男性

女性

男性

平成27年度
(4-9月期)

平成27年度
(10-3月期)

平成28年度
(4-9月期)

平成28年度
(10-3月期)

平成26年度
(10-3月期)

平成26年度
(4-9月期)

平成25年度
(10-3月期)

平成25年度
(4-9月期)

平成24年度
(10-3月期)

平成24年度
(4-9月期)

平成23年度
(12-3月期)

本制度を利用することで得られた研究成果、業績（平成28年度(4-9月期)）

・論文発表 14件、論文投稿予定 6件

・学会発表 13件、学会発表予定 3件

・公刊発表 5件

・その他 5件
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Ⅲ-2（2）メンタリング

　平成25年度から運用を開始しているメンタリングは、女性研究者のキャリア発達、研究とラ

イフイベントの両立支援を行うものであり、本学の教員であるメンターが研究者を目指す新任

または若手女性教員・女子大学院生に対して助言や相談を行い、メンティ本人の自発的・自立

的な発達を促し、女性研究者のキャリア発達や仕事と生活の調和の向上を図ることを目的とし

ている。

　メンターは、男女共同参画推進センターが主催した３回のメンター研修会を受講後、センタ

ー長が推薦し学長が委嘱している。メンターの任期は1年間とし再任は妨げない。

メンタリング実施状況(平成28年3月1日～平成29年2月29日)

メンティの内訳

　　　 人数　相談実施回数

学生　　 3　　　　　　 5

研究員　 1　　　　　　 3

教員　　 2　　　　　　 2

　計　　 6　　　　　　10

相談内容

進路について

学生指導について

指導教員について

研究者としての将来について

昇進基準について

結婚・出産について結婚・出産について

その他

平成28年度メンターリスト(平成28年4月1日現在)

　　　　　　　　　　　　所　属　 　　　　　　　　　　　　　 氏　 名 

　男女共同参画推進センター長/学術研究院教授（教育学系）  　高崎 禎子

　男女共同参画推進副センター長/学術研究院教授（保健学系）　坂口 けさみ 

　男女共同参画推進センター特任教授　　　　　　　　　　　　 松岡 英子

　学術研究院准教授（人文科学系）　　　　　　　　　　　　　 花﨑 美紀  

　学術研究院教授（教育学系） 　 　　　　　　　　　　　　 　高橋 知音 

　学術研究院准教授（理学系） 　 　　　　　　　　　　　　　学術研究院准教授（理学系） 　 　　　　　　　　　　　　 　中島 美帆 

　学術研究院准教授（理学系） 　 　　　　　　　　　　　　 　山田 桂  

　学術研究院教授（工学系） 　 　　　　　　　　　　　　　 　香山 瑞恵 

　学術研究院教授（農学系） 　 　　　　　　　　　　　　　 　大窪 久美子 

　学術研究院教授（総合人間科学系） 　 　　　　　　　　　 　高野 嘉寿彦 

　学術研究院准教授（総合人間科学系） 　 　　　　　　　　 　兼元 美友 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　計11名
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Ⅲ-2（3）オープンキャンパス等における周知活動

　オープンキャンパス等学外向けイベントにおいて、パネル展示や資料配付を行った。男女共同

参画推進の取組について、高校生や保護者、本学卒業生に対して周知し、信州大学受験者を増加

させることを目的としている。

実施内容
　パネル展示（次頁掲載）

　資料配付（ロールモデル集vol.2～4、スフレ通信No20～23等）

松本キャンパス 長野(教育)キャンパス長野(工学)キャンパス 伊那キャンパス

実施日

6月25日（土）

7月17日（日）

  ～18日（月）

7月23日（土）

7月24日（日）

8月6日（土）8月6日（土）

8月6日（土）

  ～7日（日）

10月8日（土）

　～9日（日）

10月15日（土）

場所

松本キャンパス

全学教育機構棟　北校舎

2階　61番教室前ロビー

松本キャンパス

全学教育機構棟　南校舎

1階　「きこうラウンジ」1階　「きこうラウンジ」

長野（工学）キャンパス

国際科学イノベーションセンター

3階　コミュニケーションルーム

長野（教育）キャンパス

北校舎（N館）1階ロビー

伊那キャンパス

図書館ホール図書館ホール

上田キャンパス

講義棟（D棟）

3階　階段踊り場・踊り場付近

上田キャンパス

講義棟（D棟）

3階　階段踊り場・踊り場付近

長野（工学）キャンパス長野（工学）キャンパス

国際科学イノベーションセンター

3階　コミュニケーションルーム

イベント名

信州大学ガイダンス

松本地区合同オープンキャンパス

オープンキャンパス

オープンキャンパス

オープンキャンパス

青少年のための科学の祭典青少年のための科学の祭典

ホームカミングデー

オープンキャンパス

実施日、場所、イベント名
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男女共同参画センターの紹介 信大の女子学生、女性教員比率

都道府県別の女性教員比率ランキング ロールモデル集vol.4紹介

展示パネル
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Ⅲ-2（4）ロールモデル集

　女性研究者の裾野拡大と学部生・大学院生の研究意欲向上等を

目指し5冊目となるロールモデル集を発行した。今回は「輝けわた

し！～仕事も家庭も～」と題し、出産・育児・介護等をしながら

働く教職員10名（女性教員3名、男性教員4名、女性医員1名、女性

看護師1名、女性事務職員1名）をロールモデルとして紹介してい

る。

　また、学生と教職員による座談会を開催し、ライフデザイン　また、学生と教職員による座談会を開催し、ライフデザインに

ついて発表し合った様子を掲載している。

内　　容　座談会 私たちの考えるライフデザイン　信大生×先輩＆イクボス・温かボス

　　　　　　信大生：矢部直輝、手塚理恵、村井雪乃、小島匡顕、神谷笙子

　　　　　　先輩＆イクボス・温かボス：

　　　　　　　野村 隆臣【学術研究院繊維学系 助教】

　　　　　　　岩波 峰子【信州大学付属図書館 図書企画幹】

　　　　　　進行：高崎禎子センター長

　　　　　ロールモデル紹介、学生へのメッセージ、仕事の相棒　　　　　ロールモデル紹介、学生へのメッセージ、仕事の相棒

　　　　　　1.「ママ、シュッチョー」1歳半の子どもが最初に覚えた二語文です

　　　　　　　　　　香山 瑞恵【学術研究院工学系 教授】

　　　　　　2.子育て中は時間が足りない 周りの人たちに助けられています

　　　　　　　　　　岡本 卓也【学術研究院人文科学系 准教授】

　　　　　　3.夫婦の会話は大事ですね 生活の中で潤滑剤になっています

　　　　　　　　　　塚越 秀美【医学部附属病院 看護師】

　　　　　　4.自　　　　　　4.自分にとって当たり前でも特に外国人には不思議に思われるかもしれません

　　　　　　　　　　閻 小妹【学術研究院総合人間科学系 教授】

　　　　　　5.仕事と家庭の両立を求めいつの間にかイクメンと言われるように

　　　　　　　　　　渡邉 敬文【学術研究院農学系 助教】

　　　　　　6.多くの働く女性たちから受け取ったバトンを若い世代に渡していく

　　　　　　　　　　佐々木 千加子【経営企画部 経営企画課 課長補佐】

　　　　　　7.大学では地学を教え 家では子どもの遊び道具 それが私の存在理由

　　　　　　　　　　常盤 哲也【学術研究院理学系 助教（テニュア・トラック）】　　　　　　　　　　常盤 哲也【学術研究院理学系 助教（テニュア・トラック）】

　　　　　　8.仕事も家庭も安全に一日を終えられるように日々気をつけています

　　　　　　　　　　今井 典子【医学部附属病院 麻酔科蘇生科 医員】

　　　　　　9.先輩の一言は今でも常に私の中に存在し続けています

　　　　　　　　　　茅野 理恵【学術研究院教育学系 助教】

　　　　　　10.恐かった恩師とその奥様との温かい思い出、そして、妻との暮らし

　　　　　　　　　　徳井 丞次【副学長(広報担当)/経法学部長/学術研究院社会科学系 教授】

配 布 先　学生、協力者、教職員、高校生等配 布 先　学生、協力者、教職員、高校生等

印刷部数　2,000部

A4版 32頁 フルカラー

平成29年1月発行
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Ⅲ-3（1）学内保育施設「信州大学おひさま保育園」

　平成25年11月1日に「信州大学おひさま保育園」を開園し運営している。

施設概要
開 園 日：月～金曜日

休 園 日：土曜日、日曜日、祝日、12月29日～1月3日、大学が定める日

保育時間：基本保育時間　7:30～18:00　延長保育時間　18:00～19:30

利用資格：松本キャンパスに所在する部局に勤務する教職員

対象年齢：生後8週経過後～4歳未満児対象年齢：生後8週経過後～4歳未満児

定　　員：90名

申込方法：妊娠が分かった時点で産後休暇または育児休業からの復帰予

        定を決めて入園の予約ができる。　 保育の様子

Ⅲ-3（2）大学入試センター試験等における一時保育

　大学入試センター試験における一時保育は、平成25年から松本キャンパス及び長野(教育)キ

ャンパスで実施している。今年度は、オープンキャンパスに従事する教職員からも一時保育の

希望があったため、7月に全部局対象に調査を行い、以下のとおり一時保育を実施した。

対象年齢：生後2ヶ月～小学校6年生

保育料金：子ども1人当たり/日  5時間未満 1,000円、5時間以上 2,000円

イベント名
松本地区合同

オープンキャンパス

教育学部

オープンキャンパス

大学院教育学系

研究科入試研究科入試

大学入試

センター試験

教育学部一般入試

（前期日程）

教育学部一般入試

（後期日程）

教育学部判定教授会教育学部判定教授会

実施日
7月18日(月)

7月24日(日)

9月22日(木)

1月14日(土)

 　15日(日)

2月25日(土)2月25日(土)

　 26日(日)

3月12日(日)

3月19日(日)

場所
松本キャンパス

長野(教育)キャンパス

長野(教育)キャンパス

松本キャンパス

長野(教育)キャンパス

長野(教育)キャンパス長野(教育)キャンパス

長野(教育)キャンパス

長野(教育)キャンパス

教職員数(子ども延べ数)
2（2）

2（2）

2（2）

4（7）

2（4）

4（5）4（5）

1（1）

1（1）

Ⅲ-3　ワーク・ライフ・バランスの推進
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Ⅲ-3（3）ベビーシッター派遣事業割引券

　本学教職員の仕事と子育ての両立を支援するため、ベビーシッターによる家庭内保育サービ

ス等を利用する際の「割引券」を配付している。平成28年度は、平成29年2月末までで利用者3

名、割引券配付枚数は27枚であった。

割引券利用対象者：

　本学に雇用され、かつ、配偶者が就労している場合のほか、配偶者の病気入院等の理由によ

りベビーシッターを利用しなければ、就労することが困難な教職員（非常勤職員を含む）

対象となる子：

　0歳から小　0歳から小学校３年生までの子または健全育成上の世話を必要とする（身体障害者手帳等の

交付を受けている）小学校６年生までの子

対象となるベビーシッターサービス内容・条件等：

　・サービスを利用しなければ、就労が困難であること

　・家庭内における保育であること又は家庭と保育所等との送迎であること

　・1回の利用料金が2,200円以上であること

　・公益社団法人全国保育サービス協会が指定するベビーシッター事業者を利用すること

割引内容：1日当たり2,200円の割引が受けられる割引内容：1日当たり2,200円の割引が受けられる
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学長

　濱田　州博

理事（教務，学生，

入学試験担当）

　平野　吉直

理事（経営企画，理事（経営企画，財

務，情報担当）

　武田　三男

理 事 （ 研 究 ， 産 学

官・社会連携担当）

　中村　宗一郎

理事（病院，保健理事（病院，保健管

理担当），附属病院長

　本郷　一博

・子育てや介護が必要な教職員に優しい制度の構築や職場環境の整備に努めます。

・本学の教職員が個性や能力を最大限発揮できるよう，ワーク・ライフ・バランスを積極的に

推進するとともに，自らも充実した仕事と私生活を送る「イクボス」となります。

・教職員や学生に対しワーク・ライフ・バランスに関する識啓発活動を積極的に推進します。

・本学の教職員が，仕事と子育て・介護との両立を図ることができるよう，ワーク・ライフ・

バランスの実現を積極的に推進します。

・自ら仕事と私生活の調和を実践する「イクボス」となります。・自ら仕事と私生活の調和を実践する「イクボス」となります。

・教職員や学生に対するワーク・ライフ・バランスに関する意識啓発活動を積極的に実施します。

・ワーク・ライフ・バランスに配慮した職場環境整備に必要な予算の確保に努めます。

・自身のワーク・ライフ・バランスも考え実践する「イクボス」となります。

・教職員や学生への意識啓発活動も積極的に行います。

・子育てや介護などのライフイベントの実情に配慮することのできるフレキシブルな組織づく

りに取組み，育児休業や介護休業をとり易い環境を整備します。

・職務分担や業務内容を不断に点検し，時間外労働を減らします。・職務分担や業務内容を不断に点検し，時間外労働を減らします。

・自ら率先してワーク・ライフ・バランスを考慮した生活を送ります。

・仕事と子育てや介護等の両立が可能となるような職場環境の整備に努めます。

イクボス宣言一覧
（平成29年2月28日現在）

Ⅲ-3（4）イクボス・温か(あったか)ボス宣言

　「イクボス・温かボス（あったかボス）宣言」とは、一般社団法人長野県連合婦人会が発案

した「長野県イクボス・温かボス創出プロジェクト」の取組であり、子育てや介護と仕事の両

立ができる職場環境の整備と、新たな形の「ケアの社会化」をめざすものである。

　この取組により、男性も女性も安心して働くことができ、若い世代の結婚と出産、子育て　この取組により、男性も女性も安心して働くことができ、若い世代の結婚と出産、子育ての

希望が実現できる“安心介護と子育ての社会づくり”につながることから、長野県、長野労働

局、経済団体、労働団体、職域団体、教育機関など様々な団体・機関が発起人となって、取組

についての呼びかけを行っている。本学はこの趣旨に賛同し、学長を含む管理職57名が6月29日

にイクボス・温かボスの宣言を行

い、スフレウェブサイトに公開し

た。（27頁参照）また本学は、高

等教育コンソーシアム信州の代表等教育コンソーシアム信州の代表

としてもこの取組を推進している。

　長野県内においては、宣言者が

1,500人を超え、「イクボス・温

かボス宣言」の一層の拡大のため、

12月22日に呼びかけ人である長野

県連合婦人会長、長野県知事はじ

め17団体の代表者が共同で推進宣め17団体の代表者が共同で推進宣

言を行った。
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理事（総務，環境施

設担当）

　山田　総一郎

人文学部長，教授

　山田　健三

教育学部長，教授

　永松　裕希

経法学部長，教授経法学部長，教授

　山沖　義和

理学部長，教授

　尾関　寿美男

医学部長，教授

　田中　榮司

工学部長，教授

　半田　志郎　半田　志郎

農学部長，教授

　藤田　智之　　

繊維学部長，教授　

　下坂　誠

全学教育機構長，教

授

　高野　嘉寿彦　高野　嘉寿彦

法曹法務研究科長，

教授　

　池田　秀敏

・子育てや介護が必要な教職員に優しい制度の構築や職場環境の整備に努めます。

・本学の教職員が個性や能力を発揮できるよう，ワーク・ライフ・バランスを積極的に推進す

るとともに，自らも充実した仕事と私生活を送る「イクボス」となります。その一環として，

業務の効率化と時間外労働時間の減少に努めます。

・子育てや介護などの実情に配慮した人事を行うよう，努めます。

・教職員や学生に対するワーク・ライフ・バランスに対する意識啓発活動を積極的に推進します。

・家庭生活と仕事との両立を持続的に可能とする，ワーク・ライフ・バランスに配慮した，・家庭生活と仕事との両立を持続的に可能とする，ワーク・ライフ・バランスに配慮した，融

通の利くソフトウェアとしての職場環境の整備に努めます。

・子育てや介護が必要な本学部の教員や学生（学部生・大学院生）に，優しい制度の構築や，

職場環境・就業環境の整備に努めます。

・自ら充実した仕事と家庭生活を送る「イクボス」となることによって，本学部の教職員の

ワーク・ライフ・バランス意識啓発を促進します。

・子育てや介護等の家庭生活と仕事との両立を支援するよう職場環境の整備に努めます。

・本学部の教職員が個性や能力を最大限発揮できるよう，ワーク・ライフ・バランスを積極・本学部の教職員が個性や能力を最大限発揮できるよう，ワーク・ライフ・バランスを積極的

に推進するとともに，自らも充実した仕事と私生活を送る「温かボス」となります。

・教職員や学生に対するワーク・ライフ・バランスに対する意識啓発活動を積極的に推進します。

・ワーク・ライフ・バランスに関する教職員・学生の意識が高まるよう啓蒙活動を積極的に行

うとともに，特に子育てや介護等が必要な職員が働き易い環境になるように整備します。また

自らも家庭生活と仕事を両立させ，充実した生活を送る「イクボス」を目指します。

・育児や介護のための休業を取りやすい職場環境になるよう努めます。

・ワーク・ライフ・バランスに配慮した勤務の仕方を推奨し，時間外労働や長時間労働に至・ワーク・ライフ・バランスに配慮した勤務の仕方を推奨し，時間外労働や長時間労働に至ら

ないように努めます。

・充実した学生生活のためのワーク・ライフ・バランスについての意識啓発を推進します。

・教職員ならびに医療者としてのワーク・ライフ・バランスに配慮し，家庭と仕事の両立をよ

り効率的に行うことを目指します。

・子育てや介護の後に復帰しやすい環境を職場に整備することを目標とします。

・仕事における時間の無駄を整理し，長時間労働を減らします。

・子育てや介護等が必要な教職員に優しい職場環境の整備に努めます。・子育てや介護等が必要な教職員に優しい職場環境の整備に努めます。

・ワーク・ライフ・バランスについて，教職員や学生に対する意識啓発活動を積極的に推進し

ます。

・教職員一人ひとりが，ワーク・ライフ・バランスを十分に意識し，個性や能力を最大限発揮

して活躍できるよう支援すると共に，自らも家庭生活と仕事の両立を重視する「イクボス」に

なります。

・本学部の教職員が個性や能力を最大限発揮できるような職場環境に取り組みます。

・個々のワーク・ライフ・バランスに配慮して，子育てや介護等の家庭生活と仕事を両立し・個々のワーク・ライフ・バランスに配慮して，子育てや介護等の家庭生活と仕事を両立して

いくことができるよう努めます。

・教職員や学生に対し，ワーク・ライフ・バランスに対する意識啓発活動を積極的に推進します。

・教職員にとって，育児や介護をはじめとするライフは貴重な時間であり，ワークとの両立を

めざした個々の取組を応援します。

・一人一人の構成員が能力を発揮し，ワーク・ライフ・バランスのとれた充実した生活を送る

ことができる環境づくりに努めます。

・私・私自身が，構成員に参考にしてもらえるようなライフイベントの体験を積み重ねていきます。

・育児や介護が必要な家庭をもつ教職員に優しい職場環境の整備に努めます。

・育休取得者が出ても組織内業務が滞りなく進むよう可能な手段を講じます。

・ワーク・ライフ・バランスのため終業時間内で業務が遂行できるように可能な限り配慮します。

・業務の効率化を図って時間外労働の減少に努めます。

・子育てや介護といった教職員の家庭生活の実状を考慮したうえで，業務分担を決定します。

・自らのワーク・ライフ・バランスのために，積極的に年次休暇を活用します。
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経営企画部長　　　

　徳武　文雄

総務部長　　　　　

　大森　浩之　　　

総務部人事企画幹

　中澤　隆

総務部総務課長　

　土屋　賢一　土屋　賢一

総務部人事課長

　本　芳則

財務部長

　渋澤　知祥

財務部財務課長　　

　市村　和久　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

財務部経理調達課　

　酒井　清

学務部長　　　　　

　丸山　利夫　　　

　　　　　　　　　

学務部学務課長　学務部学務課長　　

　矢久保　純子

　　　　　　　　　

・子育てや介護が必要な職員に対し，業務分担など就業環境づくりに配慮します。

・時間外労働の縮減を意識し，業務効率化と職員間の業務シェアに配慮します。

・職員がモチベーションを保ちながら，キャリアアップしていくことのできるよう，各職員個

別の状況・事情を考慮しながら人事異動に配慮します。

・職員皆が，月に1日はリフレッシュ休暇を取得することを目指し，全員で協力して職場環境の

整備に取り組んでいくよう配慮します。

・育児休業や介護休暇及び計画的な年次休暇を取りやすいよう，職員同士の意思疎通を図り・育児休業や介護休暇及び計画的な年次休暇を取りやすいよう，職員同士の意思疎通を図り，

業務が滞る事のない職場環境を整えます。

・充実した日常生活を遅れるよう，会議や資料作成の効率化を図り，時間外労働を減少させる

など，ワーク・ライフ・バランスを推進するとともに，自らも充実した仕事と私生活を送る

「イクボス」となります。

・教職員が安心して子育てや介護等が出来るよう，教職員との面談等により広くニーズを把・教職員が安心して子育てや介護等が出来るよう，教職員との面談等により広くニーズを把握

し，国の政策や他大学や民間企業等の動向をみながら，執行部や部局管理者等の意見交換を通

じて，より良い制度の構築と運用に努めます。

・更なる業務改善等の取り組みや職員との意見交換を行い，時間外勤務の抑制策を検討し，

ワーク・ライフ・バランスに関する啓蒙と実施に努めます。

・総務課で共に働くなかまのワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の両立）を考え，働きや

すい職場にしていきます。

・総務課内のコミュニケーションを図り，スケジュール管理と業務の効率化に努め，リフレ・総務課内のコミュニケーションを図り，スケジュール管理と業務の効率化に努め，リフレッ

シュ休暇の取得を推進します。

・自らも仕事に励み，私生活を楽しみ，充実した時間を送ります。

・限られた予算の中での活動として，可能な部局から柔軟な勤務時間体系の運用整備を目指し

ます。

・業務の効率化を進め，時間外労働時間の減少を目指します。

・仕事が充実できる私生活を送れる環境整備を目指します。

・ワーク・ライフ・バランスに対する意識啓発活動を推進します。・ワーク・ライフ・バランスに対する意識啓発活動を推進します。

・業務の効率化を進め，時間外労働時間の減少に努めます。

・子育てや介護が必要な職員に対する職場環境の整備に努めます。

・職員に対してワーク・ライフ・バランスの意識啓発活動を推進します。

・子育て・介護と仕事の両立ができる職場環境の整備に努めます。

・男性も女性も安心して働くことができるよう支援に努めます。

・職員の配慮すべき実情を把握するなどして，業務分担等を検討・決定します。

・育休取得者などが出ても，組織内の業務が滞りなく進むために，情報共有やコミュニケ・育休取得者などが出ても，組織内の業務が滞りなく進むために，情報共有やコミュニケー

ションを円滑にし，チームワークの醸成，モバイルやクラウド化など，可能な手段を講じて業

務を遂行します。

・職員がライフの時間を取りやすいよう，仕事の効率化や進め方の改善に努めます。

・ボス自ら，ワーク・ライフ・バランスを重視し，人生を楽しめるよう，年次有給休暇をはじ

め休暇の取得しやすい職場環境づくりに努めます。

・所属する部署において，子育てや介護が必要な職員に優しい制度の構築や職場環境の整備・所属する部署において，子育てや介護が必要な職員に優しい制度の構築や職場環境の整備に

努めます。

・所属する部署の職員が個性や能力を最大限発揮できるよう，ワーク・ライフ・バランスを推

進するとともに，自らも充実した仕事と私生活を送る「イクボス」となるよう努めます。

・関連する教職員や学生に対し，ワーク・ライフ・バランスに対する意識啓発活動を推進する

よう努めます。

・面談等において職員の実情等を把握し，互いに支え合い，風通しのよい職場環境作りに努・面談等において職員の実情等を把握し，互いに支え合い，風通しのよい職場環境作りに努め

ます。

・職員が常に意欲を持って仕事に向き合えるよう，積極的にリフレッシュ休暇取得の推進に努めます。

・職員相互間の情報共有やコミュニケーションを円滑にして，仕事の効率的・効果的な業務の

改善に努めます。
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学務部学生支援課長

　高松　利光

学務部入試課長　　

　熊木　明彦　　　

　　　　　　　　　

学務部国際交流課長

　手塚　久盛

研究推進部長　　研究推進部長　　　

　水井　義武　　　

　　　　　　　

研究推進部研究支援

課長　　　　　　　

　市川　雅一

研究推進部産学官研究推進部産学官地

域連携課長　

　渡邉　國光　　　

研究推進部アクア・

イノベーション拠点

支援課長

　土屋　雅紀

　　

環境施設部長　　　

　上野　泰弘

環境施設部環境企画

課長

　木村　智彰　　　

環境施設部環境管環境施設部環境管理

課長

　村田　俊行

環境施設部環境整備

課長

　和地　勉

 

附属図書館長、教授附属図書館長、教授

　渡邉　匡一　　　

　　　　　　　　

・課員が個性や能力を最大限発揮し，高い成果が上げられるよう，子育てや介護等の家庭生活

と仕事との両立を支援するため，業務の効率化による時間外労働時間の減少や休暇が取得しや

すい環境にすることにより，ワーク・ライフ・バランスを推進します。

・子育て中やご家族等を介護されている職員の方々に優しい職場環境づくりを進めます。

・ワーク・ライフ・バランスに配慮することで，個性や能力をさらに発揮できるような職場を

目指します。

・自らが実践することで，ワーク・ライフ・バランスへの意識を高めます。

・信州イクボス・温かボス宣言の趣旨を尊重し，労働基準法，男女雇用機会均等法等の関係・信州イクボス・温かボス宣言の趣旨を尊重し，労働基準法，男女雇用機会均等法等の関係法

令を遵守し，職場と自己のワーク・ライフ・バランスの推進に取り組みます。

・子育てや介護が必要な職員等が家庭生活と仕事を両立していくことができるよう，優しい職

場環境の整備に努めます。

・職員等一人ひとりが，個性や能力を発揮できるよう，ワーク・ライフ・バランスを積極的に

推進します。

・職員等に対して，ワーク・ライフ・バランスについての意識啓発を積極的に進めます。

・自・自らもワーク・ライフ・バランスを意識し，充実した生活を送るとともに仕事に取り組みます。

・子育てや介護が必要な教職員を組織全体でバックアップできるよう，関係する制度への理解，職

場での円滑な意思疎通を進め，職場の良好な雰囲気づくりに努めます。

・業務の見直し等により超過勤務の縮減に努め，職員のワーク・ライフ・バランスを推進します。

・教職員や学生に対するワーク・ライフ・バランスに対する意識啓発活動を積極的に推進します。

・所属の職員が個性や能力を最大限発揮できるように，ワーク・ライフ・バランスを積極的に推進

するとともに，自らも充実した仕事と私生活を送るよう努めます。

・所属の職員に対するワーク・ライフ・バランスに対する意識啓発活動を積極的に推進します。・所属の職員に対するワーク・ライフ・バランスに対する意識啓発活動を積極的に推進します。

・課員のワーク・ライフ・バランスに配慮した優しい職場環境を作るため，特に以下の点に配慮す

るよう努めます。

・休暇を取りやすくする職場の雰囲気づくりに努めます。

・定時退庁日の徹底や業務見直し等により時間外労働の減少に努めます。

・自らも仕事と私生活を楽しめるよう努めます。

・育児休業や介護休業が取りやすい職場環境の整備に努めます。

・業務改善に取り組み，休暇取得を取りやすい環境を作ります。・業務改善に取り組み，休暇取得を取りやすい環境を作ります。

・業務の効率化をさらに進め，時間外労働の減少に努めます。

・必要に応じ部員との個別面談を行うなど，配慮すべき事情の把握に努めます。また，相談のしや

すい職場環境作りに努めます。

・育児や介護のための休暇を取得しやすい職場の雰囲気づくりに努めます。

・業務の効率化を進め，時間外労働を減少させ，職員が家族とふれあう時間を増やすように努

めます。

・職員と個別に面談を行い，配慮すべき事情を把握するよう努めます。・職員と個別に面談を行い，配慮すべき事情を把握するよう努めます。

・職員の配慮すべき事情を把握する。

・職員の実情を考慮して業務分担を決定する。

・育児や介護休業などの取得について積極的に声がけをする。

・組織内の情報共有やチームワークの醸成に積極的に取り組み，職員が育児や介護のための休

暇をとりやすいような職場の環境づくりに努めます。

・業務改善に取り組み，時間外労働時間の減少に努めます。

・職員と個別に面談を行い，配慮すべき事情を把握するよう努めます。・職員と個別に面談を行い，配慮すべき事情を把握するよう努めます。

・子育てや介護が必要な本館の職員に，優しい制度の構築や，職場環境の整備に努めます。

・本館の職員が個性や能力を最大限発揮できるよう，ワーク・ライフ・バランスを積極的に推

進するとともに，自らも充実した仕事と私生活を送る「イクボス」となります。

・ワーク・ライフ・バランスに対する意識啓発活動を積極的に推進します。
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附属図書館副館長

（事務担当）

　村田　輝　　　　

　　　　　 

附属図書館図書企画

幹　　

　岩波　峰子

人文学部事務長　　人文学部事務長　　

　三浦　将史　　　

教育学部事務長　　

　大竹　博昭　　　

経法学部事務長　　

　金井　康雄

理学部事務長　　　 

　大月　克幸　　　大月　克幸　　　

　　　　　　　

医学部事務部長　　

　倉石　直久　　　

　　　　　　　

工学部事務部長　　

　波多腰　栄一

農学部事務長　　農学部事務長　　　 

　東間　美博

繊維学部事務長　　

　池田　勉

 

医学部附属病院副病

院長（事務担当）　

　中島　一浩　　　中島　一浩　　　

　　　　　　　

医学部附属病院総務

課長　

　丸田　由男

・職員一人一人の個性や家庭環境を理解し，尊重することを通して，適切な人事配置や業務配

分ができるように努めます。

・職員ひとりひとりが可能な限り自らの判断と計画によって業務を進められるようにすること

を通して，効率的かつ創造的に働けるような職場環境づくりに努めます。

・書籍やメディア等を通して，ワーク・ライフ・バランスに関連する問題についての情報収集

や研鑽に努め，得られた知見を職場内に発信します。

・父親・母親の双方が，育児休業の取得や短時間勤務によって育児と仕事の両立ができるよ・父親・母親の双方が，育児休業の取得や短時間勤務によって育児と仕事の両立ができるよう

に，職場内の意識改善に努めます。

・育児休業や介護休業の職員が常にいることを前提にして，業務の効率化に不断に取り組みます。

・職員のワーク・ライフ・バランスを重視し，子育てや介護が必要な職員に配慮した職場環境

の整備に努めます。

・業務の見直し等により，効率化をさらに進め，時間外勤務を減少させるように努めます。

・職員と個別に面談を行い，配慮すべき事情を把握します。

・自ら，ワーク・ライフ・バランスを重視し，人生を楽しみます。・自ら，ワーク・ライフ・バランスを重視し，人生を楽しみます。

・さらなる業務の効率化を進め，時間外労働時間の減少に努めます。

・職員が個性や能力を最大限発揮できるよう，ワーク・ライフ・バランスを積極的に推進します。

・職員と定期的に個別面談を行い，配慮すべき事情を把握するとともに，適正な業務分担の決

定に努めます。

・職員が，個性や能力を発揮できるよう，ワーク・ライフ・バランスを積極的に推進する。

・業務の効率化を進め，休暇を取得しやすくする。

・職員との個別面談を行い，配慮すべき事情を把握する。・職員との個別面談を行い，配慮すべき事情を把握する。

・職員へ育児休業などの取得について積極的に声がけをします。

・職員と個別に面談を行い，配慮すべき事情を確認します。

・職員に対するワーク・ライフ・バランスに対する意識啓発活動を積極的に推進します。

・職員との個別面談を実施し，子育てや介護等の家庭生活と仕事との両立ができるように問題

点，課題，配慮すべき点を把握し，その解決策を検討し，必要な対応を行います。

・職員が育児休業や介護休業などを取得しやすいように積極的に声がけをします。

・自らワーク・ライフ・バランスを重視し，人生を楽しみます。・自らワーク・ライフ・バランスを重視し，人生を楽しみます。

・毎週，水曜日の18時退庁の徹底。

・育児休業と短時間勤務の充実。産前6週・産後8週から育児休業を経て，職務復帰まで代替職

員（有期雇用職員）を雇用すると共に，育児休業後の短時間勤務中もパート職員を採用（有期

雇用職員→パート雇用）し，落ち着いて子育てができる対応をとるよう心がける。

・業務の効率化を推進し，時間外労働の縮減に取組み，仕事と生活の双方の調和の実現を目指します。

・職場において，ワーク・ライフ・バランスを考え，各自のキャリアと人生を応援し，自ら・職場において，ワーク・ライフ・バランスを考え，各自のキャリアと人生を応援し，自らも

仕事と私生活を楽しむことができる上司を実践していきます。

 

・事務職員との面談を通して，配慮すべき事情を把握するよう努めます。

・子育てや介護など，事務職員の実情を考慮した業務の分担や配置を行うよう努めます。

・教職員一人一人が安心して，生活と仕事のいずれでも力を発揮できるよう，お互いを理解し

尊重できる優しい職場環境を整備していきます。

・教職員が，生活の時間を犠牲にすることのないように，業務の効率化，見直しに常に努め・教職員が，生活の時間を犠牲にすることのないように，業務の効率化，見直しに常に努め，

積極的に生活の時間が取れるよう取り組んでいきます。

・仕事の業績にもワーク・ライフ・バランスが必要であることを，教職員と共有していくとと

もに，自ら率先してワーク・ライフ・バランスを推進し，また，生活と仕事を両立させていけ

るような人材を育成し，全力で応援していきます。

・課職員の業務の均等化を図り，休暇を取得しやすい環境に努めます。

・課職員の業務の効率化をさらに進め，時間外労働時間を減少させるよう努めます。

・課職員が個性や能力を最大限発揮できるよう，ワーク・ライフ・バランスを積極的に推進・課職員が個性や能力を最大限発揮できるよう，ワーク・ライフ・バランスを積極的に推進す

るとともに，自らも充実した仕事と私生活を送る「イクボス」となります。
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医学部附属病院経営

管理課長　　　　　

　内川　俊行　　　

　　　　　　　

医学部附属病院医事

課長　

　花立　久雄

医学部附属病院医医学部附属病院医療

支援課長　　　　　

　藪原　公徳

医学部附属病院経営

推進課長 

　三澤　剛

 

総合情報センタ総合情報センター

長，教授　

　不破　泰　　　　

総合情報センター情

報企画幹

　伊藤　稔

 

総合健康安全セ総合健康安全セン

ター長，教授　　

　川　茂幸

 

男女共同参画推進セ

ンター長，教授　　

　高崎　禎子

・経営管理課の常勤職員・非常勤職員・派遣職員が男性・女性を問わず，結婚，出産，子育て

や介護のために休暇等が取得しやすく，安心して働くことができる職場環境の構築を目指しま

す。

・休暇が取得しやすく時間外勤務が現状よりも軽減できる環境構築のため，課内会議等におい

て，係・グループを越えた職員の協力体制を考慮した業務分担について検討します。

・課内の職員が家庭生活と仕事を両立し，個性や能力を十分に発揮できるようにワーク・ラ・課内の職員が家庭生活と仕事を両立し，個性や能力を十分に発揮できるようにワーク・ライ

フ・バランスを積極的に推進します。また，自らも業務の効率化を図ることにより，メリハリ

のある勤務を実践し，休暇の取得や時間外勤務の削減に取り組みます。

・家庭生活と仕事の両立を支援していることを機会の都度伝えています。

・自らも介護に関わり実践します。

・率先して年次休暇を取得することにより，年次休暇のとりやすい職場環境を作り出します。

・子育てや介護が必要な職員が，安心して家庭生活と仕事の両立ができる職場環境の整備に・子育てや介護が必要な職員が，安心して家庭生活と仕事の両立ができる職場環境の整備に努

めます。

・課内のコミュニケーションを充実させ，効率的・効果的な業務が行えるよう業務改善に取組

み，ワーク・ライフ・バランスに配慮のある職場を目指します。

・部下の育児・介護等の事情を理解し，部下が育児・介護に時間を割きやすい環境の整備と，

積極的にこの環境を利用することを推進します。

・すでに，部下の出産・育児・介護に対応した勤務形態の配慮は2011年以来行っており，こ・すでに，部下の出産・育児・介護に対応した勤務形態の配慮は2011年以来行っており，これ

を引き続き継続するとともに，より利用しやすい環境を創ります。また，自らもワーク・ライ

フ・バランスを重視し，人生を楽しむことに努めます。

・育児・介護に時間を割いてもセンター内の情報共有に支障をきたさない情報共有システムの

運用，互いのスケジュールを共有し業務を補い合う体制を整備します。

・子育てや介護が必要な職員に対して，その実情を考慮したうえで職場環境や勤務形態につい

て配慮することに努めます。

・常に業務改善に取り組みＩＣＴを活用することで，業務の効率化に努めます。・常に業務改善に取り組みＩＣＴを活用することで，業務の効率化に努めます。

・子育てや介護等の家庭生活と仕事を両立するために，積極的にＩＣＴを活用して職員を支援

することに努めます。

・総合健康安全センターは学生・教職員の健康管理，安全衛生活動が主業務であるが、これらをき

ちんと遂行するには、一人一人の構成員自らが，以下の点を担保されていることが重要と考え実行

します。

・育児や介護が必要な家庭をもつ教職員に，環境を整備し，実行可能とします。

・ワーク・ライフ・バランスのとれた充実した生活が送ることができる環境に務めます。・ワーク・ライフ・バランスのとれた充実した生活が送ることができる環境に務めます。

・このような施策が業務に前向きに反映されるように務めます。

・一緒に働く人たちとコミュニケーションを十分取り，その人が望むキャリアや充実した私生活が

実現できるようサポートします。

・一緒に働く人たちが悩みを抱え込まないように相談しやすい雰囲気を作ります。

・自らも仕事と私生活において自分の夢を実現できるよう努力します。

・学生の皆さんにワーク・ライフ・バランスの大切さを伝えるとともに，皆さんが夢を実現でき・学生の皆さんにワーク・ライフ・バランスの大切さを伝えるとともに，皆さんが夢を実現できる

よう応援します。
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Ⅲ-4（1）長野市「男女共同参画月間」におけるポスターの展示

　平成28年6月23日から7月22日までの長野市男女共同参画月間

に共催し、長野市勤労者女性会館しなのきにおいてポスター等の

展示を行った。

展示の様子

Ⅲ-4（2）男女共同参画推進センターの松岡英子特任教授による講演

　 日　程

 6月25日(土)

 7月12日(火)

11月13日(日)

12月10日(土)

 2月18日(土)

     　 場　所

長野市三輪公民館

木曽合同庁舎

長野市箱清水公民館

ホテルメトロポリタン長野

長野市浅川公民館
11/13の講演（長野市民新聞）

Ⅲ-4（3）長野市 「若者のライフデザインの形成支援事業」へ協力

　長野市は、少子化対策の取り組みの一つとして、若い人たちに対し結婚や子育てを含む将来の

人生設計について考える機会を提供し、市内の大学生などによるワークショップを8回行い、ラ

イフデザイン啓発冊子を作成した。

　平成28年11月15日(火)に開催された第５回のワークショップでは、本学の関良徳教育学系准

教授がロールモデルとして参加している。また、本学の工学部・教育学部の学生3名を含む9名が

参加し、ロールモデルにインタビューしたり、子どもたちと触れ合ったりしたことが冊子にまと

まられ、市内の大学に配布された。

A5版 12頁 フルカラー

平成29年2月発行

もくじ

Ⅲ-4　学外との連携協力
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Ⅲ-5（1）日本創生のための将来世代応援知事同盟における
　　　　　「将来世代応援企業賞」受賞

 「日本創生のための将来世代応援知事同盟」は、長野県をはじ

め13県知事(※)が加盟し、将来世代を支える社会を実現するた

め、共同して企業表彰などを行っている。本学は「将来世代応援

企業賞」を受賞し、平成28年5月9日、信州大学において表彰式

が執り行われた。「将来世代応援企

業表彰」とは、子育て支援ならびに

女性や若者への支援に対し、独自性、

先進性のある取組を積極的に行って先進性のある取組を積極的に行って

いる企業等を表彰するもの。

※岩手県、宮城県、福島県、長野県、三重県、滋賀

県、鳥取県、岡山県、広島県、山口県、徳島県、高

知県、宮崎県
表彰式の様子

Ⅲ-5（2）長野県「職場いきいきアドバンスカンパニー」認証

　長野県で実施している「職場いきいきアドバンスカンパニー」認証制度に、平成28年5月1日付

で本学が承認され、5月9日（月）、本学において認証書交付式が執り行われた。

  職場いきいきアドバンスカンパニー認証制度とは、仕事と家庭の両立ができる職場環境の改善

や雇用の安定を進め、従業員がいきいきと働き続けられるような多様な働き方の制度を導入し、

実践的な取組を行っている企業・法人・団体・個人事業主を長野県が認証する制度で、本学は12

番目の認証団体となった。

信州大学における職場いきいきアドバンスカンパニー認証実績（過去2年間の実績）
・非常勤職員からの選考採用制度を利用し、非正規職員を正規職員へ転換しました。

・研究補助者制度を利用することで、出産・子育てまたは介護と研究の両立が可能とな

り、研究者の離職を防止しました。

・毎週水曜日をノー残業デーとして設定し、時間外労働を縮減することで職場環境を改善しま

した。

佐々木長野県中信労政事務所長より認証書受領 認証書 認証マーク

Ⅲ-5　受賞、表彰等
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「男女共同参画推進室」から「男女共同参画推進センター」に改称

一般社団法人長野県連合婦人会主催「イクボス・温かボス講演会」

参加

日本創生のための将来世代応援知事同盟「将来世代応援企業表彰」

受賞

第27回男女共同参画推進委員会開催

長野県の制度であ長野県の制度である「職場いきいきアドバンスカンパニー」に認証

人文学部長インタビューの実施

平成28年度第1回男女共同参画推進センター運営委員会開催

農学部長インタビューの実施

第１回長野県女性活躍推進会議出席

意識啓発部門会議開催

女性事務系主査・主任を対象とした「女性リーダー研修」開催

高等教育研究センターの障がい学生支援FD研修に後援高等教育研究センターの障がい学生支援FD研修に後援

女性理事と女性教職員の懇談会開催

女性研究者等支援部門会議開催

長野市男女共同参画月間に共催し、長野市勤労者女性会館しなの

きにポスター等展示

スフレウェブサイトにロールモデルページ開設

平成28年度信州大学ガイダンスにおけるパネル展示と資料配付

長野市三輪公民館にて松岡英子特任教授講演長野市三輪公民館にて松岡英子特任教授講演

スフレ通信№23の発行

平成28年度ベビーシッター派遣事業割引券の配付開始

ワーク・ライフ・バランス推進部門会議開催

木曽合同庁舎にて松岡英子特任教授講演

平成28年度第2回男女共同参画推進センター運営委員会開催

平成28年度(10月-3月期)研究補助者制度利用者募集開始

松本地区合同オープンキャンパスにて男女共同参画ブースの設置、松本地区合同オープンキャンパスにて男女共同参画ブースの設置、

一時保育の実施

スフレウェブサイトにてイクボス・温かボス（あったかボス）宣

言ページ開設

工学部オープンキャンパスにてポスター展示と資料配付

教育学部オープンキャンパスにて男女共同参画ブースの設置、一

時保育の実施

繊維学部青少年のための科学の祭典にてポスター展示と資料配付繊維学部青少年のための科学の祭典にてポスター展示と資料配付

農学部オープンキャンパスにてポスター展示と資料配付

集中講義「キャリアビジョンと男女共同参画～男女が共に輝く社

会を考える～」開講

 4月  1日

 4月 11日

 4月 16日

 4月 20日

 5月  1日

 5月 11日

 5月 12日 5月 12日

 5月 19日

 5月 23日

 5月 27日

 6月  1日

 6月 22日

 6月 23日

6月23日～7月22日6月23日～7月22日

 6月 23日

 6月 25日

 6月 30日

 7月  4日

 7月  5日

 7月 12日

 7月 14日 7月 14日

 7月 15日

7月17日・18日

 7月 21日

 7月 23日

 7月 24日

8月6日・7日

 8月  6日 8月  6日

8月9日～11日

平　

 

成 

　

 

　
　

 

　

年

28

信州大学における男女共同参画の動き（平成28年度）
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平成28年度第3回男女共同参画推進センター運営委員会開催

学生と教職員の座談会（ロールモデル集vol.5掲載）実施

大学院教育学研究科入試における一時保育実施

スフレ通信№24の発行

繊維学部ホームカミングデーにてポスター展示と資料配付

工学部オープンキャンパスにてポスター展示と資料配付

改正育児・介護休業法説明会出席改正育児・介護休業法説明会出席

平成28年度第4回男女共同参画推進センター運営委員会開催

長野市箱清水公民館にて松岡特任教授講演

ホテルメトロポリタン長野にて松岡英子特任教授講演

平成28年度男女共同参画セミナー・FD研修開催

第２回長野県女性活躍推進会議出席

スフレ通信№25の発行

大学入試センター試験における一時保育実施大学入試センター試験における一時保育実施

平成28年度第5回男女共同参画推進センター運営委員会開催

平成29年度(4月-9月期)研究補助者制度利用者募集開始

ロールモデル集vol.5の発行

長野市浅川公民館にて松岡英子特任教授講演

教育学部一般入試（前期日程）における一時保育実施

平成28年度第6回男女共同参画推進センター運営委員会開催

教育学部一般入試（後期日程）における一時保育実施教育学部一般入試（後期日程）における一時保育実施

第28回男女共同参画推進委員会開催

教育学部判定教授会における一時保育実施

平成28年度男女共同参画推進センター活動報告書の発行

 9月 15日

 9月 21日

 9月 22日

 9月 30日

10月  8日

10月 15日

10月 19日10月 19日

11月 11日

11月 13日

12月 10日

12月 13日

12月 14日

12月 28日

1月14日・15日1月14日・15日

 1月 17日

 1月 23日

 1月 31日

 2月 18日

2月25日・26日

 3月  9日

 3月 12日 3月 12日

 3月 16日

 3月 19日

 3月 24日

平　

 

成 

　

 

　
　

 

　

年

29
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Ⅳ 信州大学における男女共同参画の動き（平成28年度）



平成23年12月21日

国立大学法人信州大学

　国立大学法人信州大学は、男女共同参画社会の実現に努め、これを自らの社会的責務とするこ

とを宣言します。

　国際人権規約A規約（経済的、社会的及び文化的権利に関する国際規約）第3条は、「この規約　国際人権規約A規約（経済的、社会的及び文化的権利に関する国際規約）第3条は、「この規約

の締約国は、この規約に定めるすべての経済的、社会的及び文化的権利の享有について男女に同

等の権利を確保することを約束する」と定めています。また、日本国憲法第14条（法の下の平

等）を実現するために、男女共同参画社会基本法前文は、「少子高齢化の進展、国内経済活動の

成熟化等我が国の社会経済情勢の急速な変化に対応していく上で、男女が、互いにその人権を尊

重しつつ責任を分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮することができ

る男女共同参画社会の実現」が「二十一世紀のわが国社会を決定する最重要課題と位置付け」、

諸施策を講ずることを義務づけています。諸施策を講ずることを義務づけています。

　他方、わが国では現在も、男性優位社会の弊は依然として強く存在し、いたる所で散見されま

す。「知の森」づくりをめざす学問の府であり自由平等な研究活動を目指す信州大学において

も、この弊の存在は、ひとり例外ではありません。女性教職員は、職業生活においても、家庭生

活（育児・介護生活を含む）においても、大きな負担を背負っています。そして、学生たちは、

このような社会状況のなかで教育を受けています。

　信州大学は、不合理な性差別の是正と男女共同参画の推進を社会的要請と受け止め、総合大学

としての特性を生かし、積極的に取り組んでいきます。信州大学が男女共同参画を推進すること

が、男女ともに幸福をもたらすと同時に、多様性を尊重した持続可能な社会の創成に寄与すると

確信するからです。教育の場では、性差別を克服する教育を充実させ、男女共同参画の精神の涵

養を含む人間力を備えた優れた人材を育成し社会に送り出します。研究の場では、女性研究者が

男性研究者とともに優れた研究環境を享受し卓抜した成果を挙げ、人類社会に貢献していきま

す。医療の場では、女性医師や女性コメディカルが男性と対等に医療活動を担い、生命と健康を

尊重していきます。働く職場では、男女教職員が、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バラン尊重していきます。働く職場では、男女教職員が、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バラン

ス）を等しく享受できる環境づくりを行うとともに、女性教職員の大学運営への参画を促進して

いきます。国際交流や地域社会等との連携の場では、多様な文化と価値観の存在を尊重し、男女

平等の社会づくりに叡智を尽くし貢献していきます。

以上

信州大学男女共同参画宣言
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成23年12月21日制定

信州大学は信州大学男女共同参画宣言の趣旨に則り、以下に掲げる基本方針の実現に努めます。

  １.男女共同参画推進体制の確立

  ２.女性研究者の応募・採用拡大と育成の促進及び研究活動の支援

  ３.大学運営に関する女性参画の推進

  ４.仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進

  ５.男女共同参画に関する教育・啓発活動と学内外の協力・連携  ５.男女共同参画に関する教育・啓発活動と学内外の協力・連携

信州大学男女共同参画基本方針
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平成23年12月21日制定

　信州大学は信州大学男女共同参画宣言及び信州大学男女共同参画基本方針に則り、以下に掲げ

る行動計画を実施いたします。また、各部局は、行動計画の達成に向けて積極的な取組みを推進

します。

1．男女共同参画推進体制の確立

・男女共同参画推進委員会の下に女性研究者支援室及びワーク・ライフ・バランス推進室等を・男女共同参画推進委員会の下に女性研究者支援室及びワーク・ライフ・バランス推進室等を

設置し、男女共にその能力・個性を十分に発揮することができる環境及び体制作りを行う。

2．女性研究者の応募・採用拡大と育成の促進及び研究活動の支援

・女性研究者の応募・採用拡大のため積極的改善措置（ポジティブアクション）を実施し、女

性研究者比率を向上させる。

・女性研究者がその能力を最大限発揮できるように、研究補助者制度やメンター制度の導入な

ど研究環境の整備を行う。

3．大学運営に関する女性参画の推進3．大学運営に関する女性参画の推進

・女性教員の大学運営諸会議への参画を進める。

・女性教職員の昇進・昇格を推進する。

4．仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進

・時間外労働の縮減と年次休暇の取得を推進する。

・育児休業、介護休業、短時間勤務制度等の利用を促進する。

・ユビキタスネットワークの利活用を促進する。

・学内保育所の拡充及び円滑な運営を進める。・学内保育所の拡充及び円滑な運営を進める。

5．男女共同参画に関する教育・啓発活動と学内外の協力・連携

・男女共同参画に関する講義・セミナーやシンポジウム等を実施する。

・男女共同参画に関する意識啓発活動を教職員及び学生に対して実施する。

・男女共同参画推進に向けた学内意識・実態の定期的調査と情報公開を行う。

・男女共同参画に関わる国内外の機関・団体等との協力・連携を推進する。

信州大学男女共同参画行動計画
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平成23年12月21日制定

　政府は、男女共同参画社会基本法に基づき、第3次男女共同参画基本計画（平成22年12月17　政府は、男女共同参画社会基本法に基づき、第3次男女共同参画基本計画（平成22年12月17日

閣議決定）を策定し、その中で平成32年に指導的地位に女性が占める割合を少なくとも30％程度

とし、大学教授等に女性が占める割合についても平成32年に30％とすることを目指しています。 

そこで信州大学は、この政策方針に配慮した女性教員比率を向上させるための積極的改善措置

（ポジティブアクション）を実施し、以下の文言を教員公募要領に記載します。ポジティブアク

ションを実施する目的は、本学の男女共同参画の実現に向けて、女性教員比率の向上が必要不可

欠であるとの認識に基づき、女性研究者及び女性大学院生の教員募集への応募を積極的に促し、

女性教員の採用を増やし、男女間の教員比率を是正するためです。女性教員の採用を増やし、男女間の教員比率を是正するためです。

　信州大学は男女共同参画を推進しており、業績等（研究業績、教育業績、社会的貢献ほか）及

び人物の評価において同等と認められた場合には女性を採用します。ただし、これは性別のみで

優先的に採用することを認めるものではありません。

信州大学の女性教員比率向上のためのポジティブアクション
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　職員が仕事と子育てを両立させ、その能力を十分に発揮できるような雇用環境の整備を行うた

め、次のように行動計画を策定する。

Ⅰ 計画期間 平成２７年４月１日から平成３２年３月３１日までの５年間

Ⅱ 計画内容

１ 雇用環境の整備に関する事項

（１）妊娠中の労働者及び子育てを行う労働者等の職業生活と家庭生活との両立を支援するため

の雇用環境の整備

目標１目標１

母性健康管理、母性保護の措置の内容について周知を図り、妊娠中や出産後の女性職員が安心し

て働き続けることのできる職場環境を構築する。

（対策）

・妊娠、出産、産後期に取得可能な休暇等を学内報等で周知・啓発し、職場内での理解を深める

ことで、取得しやすい環境を整備する。

目標２

男性の子育て目的の休暇制度の周知を行い、取得を促進する。男性の子育て目的の休暇制度の周知を行い、取得を促進する。

（対策）

・配偶者出産付添休暇、育児参加休暇の周知のための効率的方法を検討し、周知を実施するとと

もに、取得対象範囲の拡大を検討する。

目標３

計画期間内に育児休業の取得状況を次の水準以上とし、達成した場合は同水準の維持に努める。

　男性職員：計画期間内に３人以上取得すること。

　女性職員：取得率を８０％以上とし、希望者全員が取得できる環境とする。　女性職員：取得率を８０％以上とし、希望者全員が取得できる環境とする。

（対策）

・育児休業取得に関する情報の周知を年に1 回実施する。

・男性の育児休業について職場の理解が得られるよう、学内報等で制度を全教職員に周知する

・管理職者には管理職研修等において制度の説明を行い、意識啓発を図る。

・育児休業期間中の代替要員の確保や、業務分担等の見直しを行う。

（２）働き方の見直しに資する多様な労働条件の整備

目標４目標４

仕事と生活の両立のため、働きやすい雇用環境を整備する。

（対策）

・「ノー残業デイ」を継続して実施する。

・学内における会議等について、所定勤務時間内に開催することを周知徹底する。

・年次有給休暇を取得しやすい職場環境を構築するため、定期的な学内周知，意識啓発活動を実

施する。

・ワーク・ライフ・バランスに関するセミナーを開催し、働き方に対する意識啓発を実施する。・ワーク・ライフ・バランスに関するセミナーを開催し、働き方に対する意識啓発を実施する。

・引き続き男女共同参画推進室及びイコール・パートナーシップ委員会と連携し、情報提供・研修

を実施する。

次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行動計画（第三期）
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　女性教職員の在職比率を高め、女性が活躍できる雇用環境の整備を行うため、次のように行動

計画を策定する。

1.計画期間　平成28年4月1日から平成31年3月31日

2.本学の課題

（1）常勤教員に占める女性教員が少ない。

（2）自然科学系の女性教員数が特に不足している。

（3）女性教職員の管理職割合が低い。

3.目標と取組内容・実施時期3.目標と取組内容・実施時期

目標1：採用した常勤教員に占める女性教員の割合を20％以上にする。

目標2：女性教職員の管理職比率を10％以上にする。

＜取組内容＞

●平成28年4月～ ●平成28年4月～  女性教員を増員するため、学術研究院会議等で女性教員を積極的に雇用する

よう、各学部等に協力を依頼する。女性の採用割合を増やす方針や各部局ご

との目標値を設定する。また、女性管理職の登用に関する課題解決に向けた

方針について検討する。

●平成28年8月～  女性の活躍推進に係る意識啓発を目的とした管理職ＦＤ研修やシンポジウム

等を実施する。女性教員応募者増加を目指した情報提供の強化を図る。

●平成28年9月～ ●平成28年9月～  長期的な人事計画案を策定する。女性リーダーとしての立場、役割を理解

し、管理職・リーダーとなるためのマインド醸成を目的とした研修を実施す

る。

●平成29年3月～  新規に採用した女性教職員数及び年度末の女性教職員比率情報を共有し、以

後フォローアップ・ヒアリングを実施する。

女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画
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国立大学法人信州大学男女共同参画推進委員会規程

(平成23年9月22日国立大学法人信州大学規程第105号)

改正 平成25年3月29日平成24年度規程第71号

平成26年3月27日平成25年度規程第58号

平成27年9月17日平成27年度規程第37号

平成28年10月31日平成28年度規程第32号

(趣旨)(趣旨)

第1条　この規程は，国立大学法人信州大学組織に関する規則(平成17年国立大学法人信州大学規

則第5号)第16条の5第3項の規定に基づき，国立大学法人信州大学に設置する国立大学法人信州大

学男女共同参画推進委員会(以下「推進委員会」という。)の組織及び運営に関し必要な事項を定

める。

(審議事項)

第2条　推進委員会は，男女共同参画の推進に係る次の各号に掲げる事項について審議する。

(1)　基本方針の策定に関すること。(1)　基本方針の策定に関すること。

(2)　点検，評価及び改善に関すること。

(3)　情報の提供及び公表に関すること。

(4)　啓発活動に関すること。

(5)　その他男女共同参画の推進に関すること。

(組織)

第3条　推進委員会は，次に掲げる委員をもって組織し，女性を含むものとする。

(1)　学長(1)　学長

(2)　総務担当の理事

(3)　理事(前号に掲げる委員を除く。)のうち学長が指名した者若干人

(4)　男女共同参画推進センター長

(5)　各学部長

(6)　全学教育機構長

(7)　法曹法務研究科長

(8)　医学部保健学科長(8)　医学部保健学科長

(9)　その他学長が必要と認める者

(委員長)

第4条　推進委員会に委員長を置き，第3条第1号に規定する委員をもって充てる。

2　委員長は，推進委員会を招集し，その議長となる。

3　委員長に事故があるときは，副委員長が，その職務を代行する。

(副委員長)

第5条　推進委員会に副委員長を置き，第3条第2号に規定する委員をもって充てる。第5条　推進委員会に副委員長を置き，第3条第2号に規定する委員をもって充てる。

2　副委員長は，委員長を補佐する。

(議事)

第6条　推進委員会は，委員の3分の2以上の出席がなければ，議事を開くことができない。

2　推進委員会の議事は，出席委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，委員長の決する

ところによる。

(委員以外の者の出席)

第7条　推進委員会が必要と認めたときは，推進委員会に委員以外の者の出席を求め，意見を第7条　推進委員会が必要と認めたときは，推進委員会に委員以外の者の出席を求め，意見を聴
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くことができる。

(専門会議)

第8条　推進委員会に，専門的事項を審議するため，専門会議を置くことができる。

2　専門会議に関し必要な事項は，学長が別に定める。

(庶務)

第9条　推進委員会の庶務は，総務部人事課において処理する。

(雑則)(雑則)

第10条　この規程に定めるもののほか，推進委員会の運営に関し必要な事項は，学長が別に定め

る。

　附　則

この規程は，平成23年9月22日から施行する。

　附　則(平成25年3月29日平成24年度規程第71号)

この規程は，平成25年4月1日から施行する。

　附　則(平成26年3月27日平成25年度規程第58号)　附　則(平成26年3月27日平成25年度規程第58号)

この規程は，平成26年4月1日から施行する。

　附　則(平成27年9月17日平成27年度規程第37号)

この規程は，平成27年9月17日から施行し，平成28年4月1日から適用する。

　附　則(平成28年10月31日平成28年度規程第32号)

この規程は，平成28年10月31日から施行し，平成27年10月1日から適用する。

国立大学法人信州大学男女共同参画推進センター規程

(平成27年9月17日信州大学規程第263号)(平成27年9月17日信州大学規程第263号)

改正 平成28年10月31日平成28年度規程第32号

(趣旨)

第1条　この規程は，信州大学学則第15条の3第2項の規定に基づき，信州大学男女共同参画推進

センター（以下「センター」という。）の組織及び運営に関し必要な事項を定める。

(目的)

第2条　センターは，男女が個性と能力を十分に発揮することができる職場・教育環境を実現第2条　センターは，男女が個性と能力を十分に発揮することができる職場・教育環境を実現す

ること及びワーク・ライフ・バランス推進を図ることを目的とする。

(業務)

第3条　センターは，前条の目的を達成するため，国立大学法人信州大学男女共同参画推進委員

会が定める基本方針に基づき，次の各号に掲げる事項を行う。

(1)　施策の企画立案及び実施に関すること。

(2)　点検，評価及び改善の実施に関すること。

(3)　啓発活動に関すること。(3)　啓発活動に関すること。

(4)　教育及び研究に関すること。

(5)　他大学，企業，地方公共団体等との連携に関すること。

(6)　調査・分析に関すること。

(7)　相談に関すること。

(8)　その他研究活動の支援に関すること
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(組織)

第4条　センターは，次の各号に掲げる者をもって組織する。

(1)　男女共同参画推進センター長(以下「センター長」という。)

(2)　本法人の教員のうちから，各学部(医学部においては医学科及び保健学科)，全学教育機

構，大学院法曹法務研究科及び医学部附属病院の推薦に基づき，学長が任命する教員

(3)　本法人の職員のうちから，総務担当の理事の推薦に基づき，学長が任命する職員

(4)　コーディネーター(4)　コーディネーター

(5)　その他学長が必要と認める者

2　前項第2号及び第3号に規定する者の任期は2年又は1年とし，再任を妨げない。

(運営委員会)

第5条　センターの運営に関する事項を審議するため，国立大学法人信州大学男女共同参画推進

センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）を置く。

2　運営委員会に関し必要な事項は，別に定める。

(センター長)(センター長)

第6条　センター長は，総務担当の理事の助言を受けセンターの業務を掌理する。

2　センター長は，学長が任命する者をもって充てるものとする。

3　センター長に事故があるときは，第4条第1項第2号に規定する者のうち，センター長があらか

じめ指名した者が，その職務を代行する。

(コーディネーター)

第7条　コーディネーターは，センターの業務を調整する。

(メンター)(メンター)

第8条　研究活動及びキャリアの形成等に関し，本法人の女性研究者からの相談等に対応するた

め，センターにメンターを置くことができる。

2　メンターは，本法人の教員のうちから，センター長が推薦する者を学長が委嘱する。

(分室)

第9条　センターの業務を円滑に遂行するため，必要に応じて分室を置くことができるものとす

る。

(事務)(事務)

第10条　センターの事務は，関係部局の協力を得て，総務部人事課において処理する。

(雑則)

第11条　この規程に定めるもののほか，センターに関し必要な事項は，別に定める。

　附　則

1　この規程は，平成27年9月17日から施行し，平成28年4月1日から適用する。

2　国立大学法人信州大学男女共同参画推進室会議規程（平成26年国立大学法人信州大学規程2　国立大学法人信州大学男女共同参画推進室会議規程（平成26年国立大学法人信州大学規程第

143号）は，廃止する。

　附　則(平成28年10月31日平成28年度規程第32号)

この規程は，平成28年10月31日から施行し，平成27年10月1日から適用する。
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国立大学法人信州大学男女共同参画推進センター運営委員会細則

(平成27年9月17日信州大学細則第99号)

改正 平成28年10月31日平成28年度細則第13号

(趣旨)

第1条　この細則は，信州大学男女共同参画推進センター規程（以下「センター規程」と第1条　この細則は，信州大学男女共同参画推進センター規程（以下「センター規程」とい

う。）第5条第2項の規定に基づき，信州大学男女共同参画推進センター運営委員会(以下「運営

委員会」という。）の組織及び運営に関し必要な事項を定める。

(審議事項)

第2条　運営委員会は，総務担当の理事の助言を得て，次の各号に掲げる事項について審議す

る。

(1)　信州大学男女共同参画推進センター(以下「センター」という。)の運営に関すること。

(2)　センターの事業計画等に関すること。(2)　センターの事業計画等に関すること。

(3)　その他センターの運営に関し必要な事項

(組織)

第3条　運営委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。

(1)　男女共同参画推進センター長（以下「センター長」という。）

(2)　センター規程第4条第2号に規定する教員

(3)　センター規程第4条第3号に規定する職員

(4)　その他運営委員会が必要と認める者(4)　その他運営委員会が必要と認める者

(委員長)

第4条　運営委員会に委員長を置き，センター長をもって充てる。

2　委員長は，運営委員会を招集し，その議長となる。

3　委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名した者が，その職務を代行する。

(議事)

第5条　運営委員会は，委員の過半数の出席がなければ，議事を開くことができない。

2　運営委員会の議事は，出席委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決する2　運営委員会の議事は，出席委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決すると

ころによる。

(委員以外の者の出席)

第6条　運営委員会が必要と認めたときは，運営委員会に委員以外の者の出席を求め，その説明

又は意見を聴くことができる

(庶務)

第7条　運営委員会の庶務は，総務部人事課において処理する。

(雑則)(雑則)

第8条　この細則に定めるもののほか，運営委員会の運営に関し必要な事項は，別に定める。

　附　則

この細則は，平成27年9月17日から施行し，平成28年4月1日から適用する。

　附　則(平成28年10月31日平成28年度細則第13号)

この細則は，平成28年10月31日から施行し，平成27年10月1日から適用する。
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信州大学男女共同参画推進センター
平成28年度活動報告書

発行日：平成29年3月23日

発　行：信州大学男女共同参画推進センター

住　所：〒390-8621　松本市旭3-1-1

TEL：0263-37-3150（内線：811-2150）

FAX：0263-37-3314

E-mail：sufre@shinshu-u.ac.jp

URURL：http://www.shinshu-u.ac.jp/danjo/

教育学部分室（教育学部内）

  〒380-8544

  長野市西長野6の口

  内線831-4018

  mail sufre-e-ml＠shinshu-u.ac.jp

工学部分室（工学部総務グループ内）

  〒380-8553

  長野県長野市若里4-17-1

  内線821-5693

  mail sufre-t-ml＠shinshu-u.ac.jp 

農学部分室（農学部総務グループ内）

  〒399-4598

  長野県上伊那郡南箕輪村8304

  内線　851-3120

  mail sufre-a-ml＠shinshu-u.ac.jp 

繊維学部分室（繊維学部総務グループ内）

  〒386-8567

  長野県上田市常田3-15-1

  内線　841-5358

  mail sufre-f-ml@shinshu-u.ac.jp 
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